
          

ブドウ品種‘シャインマスカット’において良型な果房が形成できる１回摘粒法 

［要約］‘シャインマスカット’の満開 7 日後以降に果房の９車を残して先端側の車を切除

し、各車において規則的に摘粒して玉直しをすると、肩部に果粒が巻いた良型な果房を慣

行の２回摘粒法に比べて約半分の作業時間で省力的に形成できる。  
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［背景・ねらい］ 

‘シャインマスカット’では贈答用等の肩部に果粒が巻いた良型な果房（以下、良型な

果房と表記）（図１左）は通常、予備摘粒と仕上げ摘粒の２回の摘粒と玉直しにより形成さ

れる。特に仕上げ摘粒は房型の良不良を左右することから、熟練した技術と時間を要する。 

一方で県内では省力的な摘粒法として 1 回で摘粒できる「宮田式これっきり摘粒法」（農

業技術体系果樹編ブドウ）（図２左）が普及している。しかし、‘シャインマスカット’で

は縦長で整った果房に仕上がるものの肩部に果粒が巻かないという課題が生じている（図

１中央）。 

そこで、本研究では‘シャインマスカット’において省力的かつ１回の摘粒と玉直しで

良型な果房を形成するための新たな摘粒法（以下、本摘粒法と表記）を検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

① 開花始めに花穂整形により花穂の先端 3.5cm を残し、無核化処理を行った後、満開 7 日

後以降に穂軸の着生位置が揃っている３支梗（以下、車と表記）を上段３車（１～３の

車）とし、中段３車（４～６の車）、下段３車（７～９の車）の計９車を残す。先端側

は車と果粒の着生に一定の法則がないことから、残りの車を切り落とす。残した９車に

ついて上段、中段、下段ごとに摘粒を規則的に行い（図２右）、満開 25～30日後に玉直

しを行うと 1 回の摘粒で良型な果房が形成できる（図１右）。 

② 肩部(上段)の１～３の車は全ての車で６粒以上残すと肩部の隙間が 1 粒以下の良型な

果房の割合が高まる（図３、５）。 

③ 本摘粒法では摘粒と玉直しの 10a 当たりの合計作業時間は 82 時間となり、慣行の２回

摘粒法に比べて作業時間を約半分に短縮できる（図４）。 

④ 本摘粒法で形成された良型な果房では飛び出し粒、果粒同士の密着カ所が発生するが、

全体の房型を大きく損なうほどではない（図６、データ省略）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

① 本摘粒法は車がバランスよく配置された良型な果房を利用する。 

② 肩部の果粒の巻きは穂軸を中心とした隙間の大きさを果粒 0.5 粒単位で評価した（図

５）。 

③ ブドウ生産者へのアンケート結果から良型な果房の肩部の隙間を 1 粒以下と決定した。 

④ 肩部（上段）の１～３の車で黒塗りの位置の果粒が確保できない場合は白抜きの位置の

果粒を摘粒せずに必要粒数を確保すると良型な果房の割合が高まる（図２右）。 

⑤ 無核化のジベレリン処理を 1 回処理とすると２回処理に比べて果粒重がやや小さくな

るが、軸幅が狭くなることから良型な果房となりやすい。 

 



          

［具体的データ］ 
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図５ 肩部の隙間による果粒の巻きの評価  
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図１ 摘粒方法の違いと房型の比較  

本摘粒法 

図４ 摘粒＋玉直しの作業時間の比較（2023 年） 

（10a 当たり 3000 房として計算）  

図６ 飛び出し粒、果粒の同士の密着カ所  

図２ 宮田式これっきり摘粒法（シャインマスカット用）（左）と本摘粒法（右） 

図３ 肩の隙間別房の割合（2022年） 


